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本製品について

ユビキタスプリントは、複数の本体でグループを構成し、ユーザーのコン
ピューターから本体にいったん蓄積したプリントジョブを、グループ内の
任意の本体から印刷することができる機能です。

ユビキタスプリントの機能を使用するには、本体に i-Option のライセンス
登録と、アップグレードキットの拡張メモリーが必要です。

製品名の表記について

本書では、製品名を以下のように表記しています。

製品名称 略称

KONICA MINOLTA LK-114_ManagerPort LK-114_ManagerPort

KONICA MINOLTA LK-114_InstallerCreateTool LK-114_InstallerCreateTool

KONICA MINOLTA LK-114_InstallTool LK-114_InstallTool

KONICA MINOLTA LK-114_SetupTool LK-114_SetupTool

KONICA MINOLTA LK-114_Editor for SetupTool LK-114_Editor for SetupTool
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登録商標および商標

商標について

KONICA MINOLTA、KONICA MINOLTA ロゴ、PageScope、
bizhub は、コニカミノルタ株式会社の登録商標または商標です。

Microsoft、Windows は米国Microsoft Corporation の米国およびその
他の国における登録商標または商標です。

その他の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

RSA BSAFE®

RSAおよびBSAFE®は米国EMCコーポレーションの米国およびその他
の国における商標または登録商標です。

ライセンス情報

本製品は、米国EMCコーポレーションのRSA BSAFE®

ソフトウェアを搭載しています。

画面について

本書に掲載する画面は、Windows 7 の画面を使用しています。

!
ワンポイント
本体や設定によって、本書に記載されている画面の内容と異なる場合が
あります。あらかじめご了承ください。

ご注意

本書の一部またはすべての内容を、無断で複製したり、他言語に翻訳した
り、引用したりすることは、固くお断りします。

本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがありますので、ご了
承ください。

Copyright © 2013 KONICA MINOLTA, INC. All rights reserved.
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概要 1
1 概要

1.1 ユビキタスプリントについて
ユビキタスプリントは、複数の本体でユビキタスグループを構成し、ユー
ザーのコンピューターから本体にいったん蓄積したプリントジョブを、グ
ループ内の任意の本体から印刷することができる機能です。

ユビキタスプリント機能が提供するソリューションは以下です。
- 放置プリントを低減できるので、印刷コストの削減やセキュリティーの
強化を実現できる

- プリントサーバーが不要となるので、機器コストおよび管理者の負荷を
低減できる

- 印刷したい本体が混んでいた場合、他の本体から印刷できることで、業
務効率が向上する

ユビキタスグループの基本構成
ライセンスキット LK-114 1-1



概要 1

11台以上の本体で構成する場合

複数のユビキタスグループを連携させることができるため、自機が参加し
ていない他のユビキタスグループの本体に蓄積されているジョブを印刷す
ることもできます。
ライセンスキット LK-114 1-2



概要 1

ユビキタスグループを構成する本体には、用途に応じて以下の役割を設定
します。

2
ひとこと
ユビキタスプリントのクライアント機能は、オプションの i-Option 
LK-114 を導入し、Webブラウザー機能が有効の場合に利用できます。
オプションの拡張メモリーを装着している場合は、Webブラウザー機
能の有効／無効に関わらず利用できます。

ユビキタスプリントのストレージ機能を使うには、オプションの拡張メ
モリーと i-Option LK-114 が必要です。

ユビキタスプリントのトポロジー機能を使うには、オプションの拡張メ
モリーと i-Option LK-114 が必要です。

役割 説明

トポロジー機 複数のユビキタスグループを連携させる役割を担います。
自機が参加するユビキタスグループの情報を他のユビキタスグ
ループに送付し、他のユビキタスグループからの情報を受け取る
ことで、ユビキタスグループ間の情報を共有します。
1つのユビキタスグループに、必ず 1台のトポロジー機を設定す
る必要があります。1つのユビキタスグループには 10台まで本
体を登録でき、トポロジー機を介して、10グループまで連携さ
せることができます。

2
ひとこと
トポロジー機でユビキタスグループ間の情報共有が
完了するまで約 20秒かかります。

ユビキタスグループに参加しているストレージ機ま
たはクライアント機の電源が 150時間連続して
OFFの場合、そのストレージ機またはクライアント
機は、トポロジー機が管理するユビキタスグループ
の構成リストから自動で削除されます。

ストレージ機 ユーザーが実行した印刷ジョブを保存し、クライアント機からの
要求に応じて、保存されている印刷ジョブの処理を行います。
ストレージ機 1台に印刷ジョブを蓄積できる容量は、1ユーザー
につき、最大 100文書、全体ではHDD容量が 5GB、最大
10,000 文書です。
ストレージ機は、すべてのユビキタスグループの合計で 30台ま
で設定できます。

クライアント機 ストレージ機に保存された印刷ジョブに対する操作（ファイルリ
ストの表示、印刷、削除）を行います。
ライセンスキット LK-114 1-3



概要 1

本書には、以下の内容を記載しています。

章 内容 対象者 参照ページ

管理者 ユーザー

1 概要 ユビキタスプリントの機能、シス
テム環境、制限事項などについて
記載しています。

○ ○ p. 1-1

2 事前準備（管理
者用）

本体の設定について記載していま
す。

○ － p. 2-1

3 ユビキタスグ
ループの作成（管
理者用）

ユビキタスプリントを利用するユ
ビキタスグループを作成・変更・
削除する手順について記載してい
ます。

○ － p. 3-1

4 ユビキタスプリ
ント設定をする
（管理者用）

ストレージ機能、クライアント機
能の各設定について記載していま
す。

○ － p. 4-1

5 トップメニュー
にショートカット
キーを追加する
（管理者用）

トップメニューにショートカット
キーを追加する手順について記載
しています。

○ － p. 5-1

6 プリンタードラ
イバーと LK-
114_ManagerPo
rt のインストール

プリンタードライバーと LK-
114_ManagerPort のインス
トール手順を記載しています。 ま
た、LK-114_InstallTool の作成
手順についても記載しています。

○ ○ p. 6-1

7 プリンタードラ
イバー／ LK-
114_ManagerPo
rt のアンインス
トール

プリンタードライバー、LK-
114_ManagerPort のアンイン
ストール手順を記載しています。

○ ○ p. 7-1

8 操作方法 ユビキタスプリント機能を利用し
て印刷する手順を記載していま
す。

○ ○ p. 8-1

9 トラブルシュー
ティング

印刷時のエラーメッセージと原
因、対策を記載しています。

○ ○ p. 9-1

10 付録（管理者
用）

接続先情報ファイルについて記載
しています。

○ － p. 10-1
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概要 1
1.1.1 準備確認（管理者用）
ユビキタスプリント運用までの準備、設定に以下が必要です。
- プリンタードライバー（PCLおよびPSのみ）
- LK-114_SetupTool
- LK-114_Editor for SetupTool
- LK-114_InstallerCreateTool

また LK-114_InstallerCreateTool を使用するには、以下の準備が必要で
す。
- Driver Packaging Utility

ユビキタスプリントの機能を使用するには、以下のことが必要です。ご確
認ください。
- 本体への i-Option のライセンス登録
- アップグレードキットの拡張メモリー（サービスマンによる取付け）

2
ひとこと
i-Option のライセンス登録について詳しくは、「i-Option のライセン
ス登録」（p. 2-4）をごらんください。

1.1.2 運用までの流れ（管理者用）
ユーザーがユビキタスプリントを運用できるようにするためには、以下の
準備や設定が必要です。

事前準備

ユビキタスプリントを利用する本体に以下の設定を行います。
- 本体の設定（OpenAPI の設定、認証設定）
- i-Option のライセンス登録

設定は、本体の操作パネルで行います。

詳しくは、「事前準備（管理者用）」（p. 2-1）をごらんください。

ユビキタスプリント設定とユビキタスグループ設定

LK-114_SetupTool にて、ユビキタスプリント設定と、ユビキタスグ
ループ設定を同時に設定します。

詳しくは、「ユビキタスグループの作成（管理者用）」（p. 3-1）と、「ユビ
キタスプリント設定をする（管理者用）」（p. 4-1）をごらんください。
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概要 1

ショートカットキーの追加

トップメニューにユビキタスプリントのショートカットキーを追加します。

設定は、本体の操作パネルで行います。

詳しくは、「トップメニューにショートカットキーを追加する」（p. 5-1）
をごらんください。

プリンタードライバーと LK-114_ManagerPort のインストール

プリンタードライバーと LK-114_ManagerPort をインストールします。

インストール順序は以下のとおりです。
1. LK-114_ManagerPort 
2. プリンタードライバー

ユーザーのコンピューターに管理者権限がある場合
- LK-114_InstallTool の作成は必要ありません。プリンタードライバー
と LK-114_ManagerPort を、ユーザーのコンピューターに配布し
［Setup.exe］からインストールしてください。
LK-114_ManagerPort は、［LK-114_InstallerCreateTool］ > 
［InstForm］フォルダー内に含まれています。

ユーザーのコンピューターに管理者権限がない場合
- 管理者権限がなくてもインストールが実行できる LK-114_InstallTool
を作成し、ユーザーに配布します。
LK-114_InstallTool は、LK-114_InstallerCreateTool を使用して作
成します。また、プリンタードライバーや LK-114_ManagerPort の
設定を自動で行うように設定することもできます。
LK-114_InstallTool の作成について詳しくは、「LK-114_InstallTool
の作成（管理者用）」（p. 6-2）をごらんください。

プリンタードライバーと LK-114_ManagerPort のインストールについて
詳しくは、「プリンタードライバーと LK-114_ManagerPort のインス
トール」（p. 6-1）をごらんください。

LK-114_ManagerPort の設定

プリンターポートの設定をします。詳しくは、「LK-114_ManagerPort
の設定」（p. 6-22）をごらんください。
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概要 1
1.2 必要なシステム環境
ユビキタスプリントが動作する条件は以下のとおりです。

プリンタードライバー（PCLドライバー、PSドライバー）

プリンタードライバーの動作条件は、使用する本体の仕様に準じます。詳
しくは、本体のユーザーズガイドをごらんください。

LK-114_ManagerPort

OS Windows 7 Home Premium（SP1以降）*
Windows 7 Professional（SP1以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1以降）*
Windows 8.1*
Windows 8.1 Pro*
Windows 8.1 Enterprise*
Windows 10 Home*
Windows 10 Pro*
Windows 10 Enterprise*
Windows 10 Education*
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。

ソフトウェア 以下ライブラリのうちいずれかがインストールされていること
Microsoft .NET Framework 3.5（SP1以降）
Microsoft .NET Framework 4.0 以降

システム 対応OSの推奨環境
HDD空き容量：512MB以上

ディスプレイ 800 × 600 ピクセル以上
16bit カラー以上
ライセンスキット LK-114 1-7



概要 1

LK-114_InstallTool

OS Windows 7 Home Premium（SP1以降）*
Windows 7 Professional（SP1以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1以降）*
Windows 8.1*
Windows 8.1 Pro*
Windows 8.1 Enterprise*
Windows 10 Home*
Windows 10 Pro*
Windows 10 Enterprise*
Windows 10 Education*
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。

ソフトウェア 以下ライブラリのうちいずれかがインストールされていること
Microsoft .NET Framework 3.5（SP1以降）
Microsoft .NET Framework 4.0 以降

システム 対応OSの推奨環境
HDD 空き容量：512MB以上

ディスプレイ 800 × 600 ピクセル以上
16bit カラー以上
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LK-114_InstallerCreateTool（管理者用）

OS Windows 7 Home Premium（SP1以降）*
Windows 7 Professional（SP1以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1以降）*
Windows 8.1*
Windows 8.1 Pro*
Windows 8.1 Enterprise*
Windows 10 Home*
Windows 10 Pro*
Windows 10 Enterprise*
Windows 10 Education*
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。

ソフトウェア 以下ライブラリのうちいずれかがインストールされていること
Microsoft .NET Framework 3.5（SP1以降）
Microsoft .NET Framework 4.0 以降

システム 対応OS の推奨環境
HDD空き容量：512MB以上

ディスプレイ 800 × 600 ピクセル以上
16bit カラー以上
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LK-114_SetupTool（管理者用）

OS Windows 7 Home Premium（SP1以降）*
Windows 7 Professional（SP1以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1以降）*
Windows 8.1*
Windows 8.1 Pro*
Windows 8.1 Enterprise*
Windows 10 Home*
Windows 10 Pro*
Windows 10 Enterprise*
Windows 10 Education*
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。

ソフトウェア Microsoft .NET Framework 3.5（SP1以降）

システム 対応OS の推奨環境
HDD空き容量：100MB以上

ディスプレイ 1024 × 768 ピクセル以上
16bit カラー以上
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LK-114_Editor for SetupTool（管理者用）

OS Windows 7 Home Premium（SP1以降）*
Windows 7 Professional（SP1以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1以降）*
Windows 8.1*
Windows 8.1 Pro*
Windows 8.1 Enterprise*
Windows 10 Home*
Windows 10 Pro*
Windows 10 Enterprise*
Windows 10 Education*
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。

ソフトウェア Microsoft .NET Framework 4.5 以降

システム 対応OS の推奨環境
HDD空き容量：100MB以上

ディスプレイ 1024 × 768 ピクセル以上
16bit カラー以上
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Driver Packaging Utility（管理者用）

OS Windows Server 2008 Standard*
Windows Server 2008 Enterprise*
Windows 7 Home Basic (SP1 以降 )
Windows 7 Home Premium（SP1以降）*
Windows 7 Professional（SP1以降）*
Windows 7 Enterprise（SP1以降）*
Windows 7 Ultimate（SP1以降）*
Windows Server 2008 R2 Standard
Windows Server 2008 R2 Enterprise
Windows 8.1*
Windows 8.1 Pro*
Windows 8.1 Enterprise*
Windows 10 Home*
Windows 10 Pro*
Windows 10 Enterprise*
Windows 10 Education*
Windows Server 2012 Standard
Windows Server 2012 Datacenter
Windows Server 2012 R2 Standard
Windows Server 2012 R2 Datacenter
* 32 ビット (x86)/64 ビット (x64) 環境に対応。
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1.3 制限事項
ユビキタスプリントを使用するには、以下の制限があります。
- ユビキタスプリントを利用するには、アップグレードキットの拡張メモ
リーが必要です。

- ユビキタスグループを構成できる本体は 10台までです。
- トポロジー機能を使って連携できるユビキタスグループは 10グループ
までです。

- WAN越えでユビキタスグループを構成することはできません。
- ストレージ機からクライアント機へのプリントジョブ送信時、暗号化は
行われません。

- 使用できるドライバーはPCLドライバーおよびPSドライバーのみ（ど
ちらもWindows）です。PCLドライバーを使用する場合、［印刷設
定］画面の［画像品質］タブにある［解像度］で［1200dpi(PCラス
タライズ )］を選択したジョブはスプールされずに削除されます。
1200dpi で印刷する場合は、［1200dpi( 装置ラスタライズ )］を選択
するか、PSドライバーを使用してください。PSドライバーを使用し
てプリントジョブを送信した場合、クライアント機での印刷時に印刷設
定の変更はできません。

- 使用できる認証パターンは以下のとおりです。また、ユビキタスグルー
プを構成する本体すべてを同じ認証パターンに設定しておく必要があり
ます。
- 本体装置認証
- 外部サーバー認証
- 本体装置認証＋外部サーバー認証（認証先：本体装置）
- 本体装置認証＋外部サーバー認証（認証先：外部サーバー）
- 拡張サーバー認証
- 本体装置認証＋拡張サーバー認証（認証先：本体装置）
- 本体装置認証＋拡張サーバー認証（認証先：拡張サーバー）
- 拡張サーバー認証＋外部サーバー認証（認証先：外部サーバー）

- 認証形態は、カードまたは生体認証、操作パネルからの認証が対象とな
ります。

- ユーザー数制限は、本体に依存します。
- ストレージ機 1台にプリントジョブを蓄積できる容量は、1ユーザー
100文書、全体では 5GB、10,000 文書までです。

- ユビキタスプリントは、セキュリティー強化モード、ベンダーモード、
統合管理装置モード、PKI モード、Fiery イメージコントローラーとの
併用はできません。

- WindowsにGuestアカウントでログオンしている場合、Guestアカウ
ントのままでは、LK-114_ManagerPort を利用できません。

2
ひとこと
異なる機種を混在させてユビキタスグループを構成する場合は、「異な
る機種でユビキタスグループを構成する場合」（p. 2-3）をごらんくだ
さい。
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事前準備（管理者用） 2
2 事前準備（管理者用）

2.1 本体の設定
ユビキタスプリントを利用するためには、以下の本体の設定を行います。
ユビキタスプリントを利用するすべての本体で設定が必要です。

2.1.1 OpenAPI の機能を有効にする
本体の［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－
［OpenAPI 設定］－［アクセス設定］でOpenAPI の機能が可能となって
いることを確認してください。

2
ご注意
ユビキタスプリント設定（p. 4-1）の完了後、［OpenAPI 設定］で
SSLの有効 / 無効設定を変更した場合は、LK-114_SetupTool で再設
定してください（p. 3-3）。

2
ひとこと
本体の操作パネルのメニュー構成は、機種やバージョンにより異なりま
す。手順について詳しくは、それぞれの本体のユーザーズガイドをごら
んください。

2.1.2 SNMP設定を有効にする
本体の［設定メニュー］－［管理者設定］－［ネットワーク設定］－
［SNMP設定］が［使用する］となっていることを確認してください。

2
ひとこと
本体の操作パネルのメニュー構成は、機種やバージョンにより異なりま
す。手順について詳しくは、それぞれの本体のユーザーズガイドをごら
んください。
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2.1.3 認証設定
本体の［設定メニュー］－［管理者設定］のユーザー認証の認証方式を以
下のいずれかに設定します。ユビキタスグループを構成する本体すべてを
同じ認証パターンに設定してください。
- 本体装置認証
- 外部サーバー認証
- 本体装置認証＋外部サーバー認証（認証先：本体装置）
- 本体装置認証＋外部サーバー認証（認証先：外部サーバー）
- 拡張サーバー認証
- 本体装置認証＋拡張サーバー認証（認証先：本体装置）
- 本体装置認証＋拡張サーバー認証（認証先：拡張サーバー）
- 拡張サーバー認証＋外部サーバー認証（認証先：外部サーバー）

2
ご注意
カードを利用して外部サーバー認証を行う場合は、本体の［設定メ
ニュー］－［管理者設定］－［ユーザー認証 /部門管理］で簡易認証設
定を有効にしてください。

2
ひとこと
本体の操作パネルのメニュー構成は、機種やバージョンにより異なりま
す。手順について詳しくは、それぞれの本体のユーザーズガイドをごら
んください。
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2.2 異なる機種でユビキタスグループを構成する場合
異なる機種でユビキタスグループを構成する場合は、以下の手順で簡易認
証の設定を有効にしてください。

本体の操作パネル、またはPageScope Data Administrator から設定で
きます。

2.2.1 簡易認証を設定する
簡易認証の設定を有効にする手順を説明します。

本体の操作パネルから設定する場合

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［ユーザー認証 /部門管理］－
［簡易認証設定］－［認証設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［許可］をタップし、［OK］をタップします。

PageScope Data Administrator から設定する場合

1 ［装置一覧］の装置をダブルクリックします。

2 ［認証設定］－［プリント簡易認証設定］をクリックします。

3 ［プリント簡易認証を有効にする］をチェックします。
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2.3 i-Option のライセンス登録
本体にユビキタスプリントの機能を追加するには、i-Option のライセンス
を登録し、機能を有効にします。

i-Option のライセンス登録、機能有効化の手順について詳しくは、本体の
ユーザーズガイドをごらんください。
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3 ユビキタスグループの作成（管理者用）
ユビキタスプリントを利用するユビキタスグループを作成します。

1つのユビキタスグループには 10台まで本体を登録でき、トポロジー機を
介して、10グループまで連携させることができます。

2
ご注意
LK-114_SetupTool または LK-114_Editor for SetupTool では、ユ
ビキタスグループのトポロジー機の構成のみ設定できます。

LK-114_SetupTool または LK-114_Editor for SetupTool でユビキ
タスグループのトポロジー機の構成を設定したあと、ユビキタスグルー
プにストレージ機やクライアント機を追加したり、ユビキタスグループ
のストレージ機やクライアント機の構成を変更したりする場合は、本体
の操作パネルから設定してください。また、複数のユビキタスグループ
を連携させる場合は、PageScope Web Connection を使用して、
連携するユビキタスグループを設定してください。設定方法について詳
しくは、「ユビキタスプリント設定をする（管理者用）」（p. 4-1）をご
らんください。
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2
ご注意
WAN越えでユビキタスグループを構成することはできません。

2
ご注意
LK-114_SetupTool では、IPv6 でのご利用はできません。IPv6 でユ
ビキタスプリントをご利用になる場合は、本体の操作パネルで設定して
ください。詳しくは、「ユビキタスプリント設定をする（管理者用）」
（p. 4-1）をごらんください。

2
ひとこと
異なる機種を混在させてユビキタスグループを構成する場合は、「異な
る機種でユビキタスグループを構成する場合」（p. 2-3）をごらんくだ
さい。

2
ひとこと
ネットワーク上に本体が接続されていないローカル環境で、ユビキタス
グループを作成することができます。詳しくは、「ユビキタスグループ
情報の設定ファイルをローカル環境で作成する」（p. 3-30）をごらん
ください。
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3.1 LK-114_SetupTool について
LK-114_SetupTool は、ユビキタスプリントを利用するユビキタスグ
ループを作成・管理するツールです。

LK-114_SetupTool を利用すると、容易にユビキタスグループを構成す
る本体を指定したり、指定を解除することができます。

また、本体側で設定したユビキタスプリント設定と相違がある場合は、設
定内容を同期することもできます。

あらかじめ LK-114_SetupTool を準備し、任意のフォルダーにコピーし
てください。

NetBIOSの設定について

LK-114_SetupTool をご利用になる前に、事前にNetBIOS設定を以下
のように設定してください。

Windows 7 の場合で説明します。

1 ［スタート］－［コントロールパネル］－［ネットワークとインター
ネット］－［ネットワークと共有センター］－［ローカルエリア接
続］を選択します。

ローカルエリア接続の状態画面が表示されます。

2 ［プロパティ］をクリックします。

ローカルエリア接続のプロパティ画面が表示されます。

3 接続の項目リストから［インターネット プロトコル バージョン 4
（TCP/IPv4）］を選択して、［プロパティ］をクリックします。

インターネット プロトコル バージョン 4(TCP/IPv4) のプロパティ
画面が表示されます。

4 ［詳細設定］をクリックします。
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5 TCP/IP 詳細画面の［WINS］タブでNetBIOSの設定を行い、

［OK］をクリックします。

- ［LMHOSTSの参照を有効にする］のチェックボックスのチェッ
クを外します。

- ［NetBIOS設定］で［NetBIOS over TCP/IP を無効にする］を
選択します。

6 ［スタート］－［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［コマン
ドプロンプト］を選択します。

7 以下のコマンドを実行します。「ipconfig /flushdns」

- 「ipconfig」と「/flushdns」の間にスペースを入れます。
以下のメッセージが表示されます。
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3.1.1 LK-114_SetupTool の起動と画面
管理者権限でWindowsにログオンし、［LK-114_SetupTool.exe］をダ
ブルクリックすると、LK-114_SetupTool が起動します。

起動時に接続されている本体が自動的に検索され、画面左側にある本体リ
ストのエリアに表示されます。

項目 内容

本体リストの内容を更新します。

本体を手動で追加します。詳しくは、「本体を検索する」
（p. 3-7）をごらんください。

本体リスト ユビキタスプリント対応の本体が表示されます。

［グループを作成する］ 新しいユビキタスグループを作成します。

［選択したグループの構成
を変更する］

作成済みのユビキタスグループ構成を変更します。

［選択したグループを削除
する］

選択したユビキタスグループを削除します。

［グループ設定を同期す
る］

LK-114_SetupTool 側に登録されていないユビキタスグループ
を同期します。

本体設定 本体リストから選択した本体のユビキタスプリント設定（スト
レージ機能設定、クライアント機能設定、トポロジー機能設定）
の内容が表示されます。

グループ設定 本体リストから選択した本体のユビキタスプリント設定（ユビキ
タスグループ設定）の内容が表示されます。
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2
ひとこと
DNSサーバーの環境によっては、更新処理がうまく動作しない場合が
あります。処理動作がタイムアウトした可能性があります。LK-
114_SetupTool の管理者設定でタイムアウトの設定値を変更してくだ
さい。LK-114_SetupTool で設定を変更する手順について詳しくは、
「管理者設定をする」（p. 3-7）をごらんください。

本体で接続タイムアウト設定の設定値を変更することもできます。詳し
くは、「接続タイムアウト時間を設定する」（p. 4-10）をごらんくださ
い。

アイコンの種類

本体リストに表示されるアイコンの意味は以下のとおりです。

［ログイン］ が付いた本体を選択した場合に使用できます。LK-
114_SetupTool 側の管理者パスワード設定と一致しない本体
や、認証によるユビキタスプリント設定の自動取得を行っていな
い本体を個別に認証し、ユビキタスプリント設定を取得します。

［ユビキタスプリント設定
を変更する］

本体ごとのユビキタスプリント設定を変更します。

［設定値を同期する］ LK-114_SetupTool で設定したユビキタスプリント設定と本体
側の設定値が一致しない場合に、設定値を同期することができま
す。

［一括登録をする］ ユビキタスグループ設定ファイルからインポートしたすべての本
体を一括で登録します。
ユビキタスグループ設定ファイルの作成について詳しくは、「ユ
ビキタスグループ情報の設定ファイルをローカル環境で作成す
る」（p. 3-30）をごらんください。

項目 内容

項目 内容

プリントストレージ機能が有効になっている本体を表します。

クライアント機能が有効になっている本体を表します。

トポロジー機能が有効になっていることを示します。

トポロジー機能とクライアント機能が有効になっていることを示
します。

プリントストレージ機能およびクライアント機能の両方が有効に
なっている本体を表します。

アイコン表示なし すべての機能が無効になっている本体を表します。
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3.1.2 本体を検索する
本体を手動で追加し、リストに表示します。

本体を検索する

1 をクリックします。

2 IP アドレスまたはホスト名を入力し、［追加する］をクリックしま
す。

本体がリストに追加されます。

3.1.3 管理者設定をする
管理者設定をします。

管理者設定で設定できる項目は以下のとおりです。

管理者パスワードの不一致などで、現在のユビキタスプリント設
定が閲覧できない本体を表します。

項目 内容

項目 内容

管理者パスワードのデ
フォルト設定

管理者パスワードの初期値を設定します。
管理者パスワード入力が必要な画面に、ここで設定した設定値が
初期値として表示されます。
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管理者設定の手順

1 メニューバーの［設定］－［管理者設定］を選択します。

管理者設定画面が表示されます。

2 各項目を設定し、［OK］をクリックします。

OpenAPI 認証のデフォ
ルト設定

OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードの初期値を設定しま
す。OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードの入力が必要な画
面に、ここで設定した設定値が初期値として表示されます。

2
ひとこと
OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードを利用し
ない場合は、ユーザー名およびパスワードを入力す
る必要はありません。

通信設定 本体の検索時や本体と LK-114_SetupTool との通信のタイムア
ウト (秒 ) など、通信に関する設定を行います。
･［デバイスの検索設定］：LK-114_SetupTool で本体を検索す
るときのタイムアウト時間と TTL(Time To Live) を設定しま
す。本体の検索と同時にユビキタスプリント設定も取得する場
合は、［デバイス検索時にユビキタスプリント設定を取得する］
にチェックをつけます。

･［bizhub- セットアップツール間の通信設定］：本体と LK-
114_SetupTool の通信のタイムアウト時間を設定します。

ユビキタスプリントの初
期設定

新規にユビキタスプリント設定を行う本体に送信する初期値を設
定します。
［ストレージ設定］で、ストレージ機能の初期値を設定します。
･［印刷後にドキュメントを自動的に削除する。］：ストレージ機
に蓄積されたプリントジョブが印刷された時点で、ジョブを自
動的に削除するかどうかを設定します。

･［ドキュメントの有効期限］：ストレージ機に蓄積されたプリン
トジョブのデータを自動的に削除するまでの時間を設定しま
す。

･［IPP タイムアウト (秒 )］：IPP を使用して印刷するときのタ
イムアウト時間を設定します。

［クライアント設定］で、クライアント機能の初期値を設定しま
す。
･［プロトコル設定］：ユビキタスプリントで使用するプロトコル
を、［IPP］または［Raw］ポートから選択します。

･［タイムアウト (秒 )］：ストレージ機へ接続するときのタイム
アウト時間を設定します。

［トポロジー設定］で、トポロジー機能の初期値を設定します。
･［タイムアウト (トポロジー機から )( 秒 )］：本体をトポロジー
機として使用する場合に、トポロジー機からの通信のタイムア
ウト時間を設定します。

･［タイムアウト (トポロジー機へ )( 秒 )］：本体をストレージ機
やクライアント機として使用する場合に、トポロジー機への通
信のタイムアウト時間を設定します。

項目 内容
ライセンスキット LK-114 3-8
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3.2 ユビキタスグループを作成する
ユビキタスプリントに設定されていない本体で、新しいユビキタスグルー
プを作成します。

1つのユビキタスグループには 10台まで本体を登録でき、トポロジー機を
介して、10グループまで連携させることができます。

ユビキタスグループ作成の手順

1 ［グループを作成する］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 3-9
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2 ユビキタスグループの［ユビキタスグループ名］を入力し、ユビキタ

スグループに設定する本体のチェックボックスをチェックします。

- ユビキタスグループ名は半角 16文字、全角 8文字以内で入力し
てください。

- 10台まで選択できます。［選択されている台数］に、選択されて
いる台数が表示されます。

3 ［OK］をクリックします。

4 ユビキタスグループに登録する本体の役割（トポロジー／ストレージ
／クライアント）を指定し、［OK］をクリックします。

- 1つのユビキタスグループに、必ず 1台のトポロジー機を設定す
る必要があります。

- 1台の本体に対して、ストレージ機とクライアント機の両方の役
割を設定することができます。

- 1台の本体に対して、トポロジー機とクライアント機の両方の役
割を設定できます。
ライセンスキット LK-114 3-10
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- 1 台の本体に対して、トポロジー機とストレージ機の両方の役割
を設定することはできません。

5 本体の管理者パスワード、OpenAPI ユーザー名とパスワードを入力
し、［OK］をクリックします。

- OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードを利用しない場合は、
OpenAPI のユーザー名およびパスワードを入力する必要はあり
ません。

ユビキタスグループが作成されます。完了すると新規作成結果画面が
表示されます。
ライセンスキット LK-114 3-11
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6 ［閉じる］をクリックします。

2
ひとこと
管理者パスワード、OpenAPI ユーザー名とパスワードは、あらかじめ
初期値を設定しておくことができます。詳しくは、「管理者設定をする」
（p. 3-7）をごらんください。

2
ひとこと
LK-114_Editor for SetupTool を使用すると、本体がネットワーク上
に存在しないローカル環境でも、ユビキタスグループの設定を行えま
す。詳しくは、「ユビキタスグループ情報の設定ファイルをローカル環
境で作成する」（p. 3-30）をごらんください。
ライセンスキット LK-114 3-12
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3.3 ユビキタスグループの構成を変更する
作成済みのユビキタスグループ構成を変更します。

ユビキタスグループ構成変更の手順

1 本体リストからユビキタスグループ名を選択し、［選択したグループ
の構成を変更する］をクリックします。

- ユビキタスグループ名を選択すると、［選択したグループの構成を
変更する］のボタンが有効になります。

2 ユビキタスグループ情報を変更します。

- ユビキタスグループ名を変更する場合は、［ユビキタスグループ
名］を変更します。

- ユビキタスグループから本体を削除する場合は、削除する本体の
チェックボックスのチェックを外します。
ライセンスキット LK-114 3-13
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- ユビキタスグループに本体を追加する場合は、追加する本体の
チェックボックスをチェックします。

3 ［OK］をクリックします。

4 必要に応じて、ユビキタスグループに登録する本体の役割（トポロ
ジー／ストレージ／クライアント）を指定し、［OK］をクリックしま
す。

- 1つのユビキタスグループに、必ず 1台のトポロジー機を設定す
る必要があります。

- 1台の本体に対して、ストレージ機とクライアント機の両方の役
割を設定することができます。

- 1台の本体に対して、トポロジー機とクライアント機の両方の役
割を設定できます。
ライセンスキット LK-114 3-14
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- 1 台の本体に対して、トポロジー機とストレージ機の両方の役割
を設定することはできません。

5 本体の管理者パスワード、OpenAPI ユーザー名とパスワードを入力
し、［OK］をクリックします。

- OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードを利用しない場合は、
OpenAPI のユーザー名およびパスワードを入力する必要はあり
ません。

ユビキタスグループ構成が変更されます。完了すると変更結果画面が
表示されます。
ライセンスキット LK-114 3-15
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6 ［閉じる］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 3-16
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3.4 ユビキタスグループを削除する
ユビキタスグループを削除します。

ユビキタスグループ削除の手順

1 本体リストから削除するユビキタスグループ名を選択し、［選択した
グループを削除する］をクリックします。

- ユビキタスグループ名を選択すると、［選択したグループを削除す
る］のボタンが有効になります。
ライセンスキット LK-114 3-17
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2 本体の管理者パスワード、およびOpenAPI のユーザー名とパス

ワードを入力し、［OK］をクリックします。

- OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードを利用しない場合は、
OpenAPI のユーザー名およびパスワードを入力する必要はあり
ません。

ユビキタスグループが削除されます。完了すると削除結果画面が表示
されます。

3 ［閉じる］をクリックします。

2
ひとこと
LK-114_SetupTool が保持しているグループ情報が削除されます。

2
ひとこと
ユビキタスグループを構成していたすべての本体が削除されなかった場
合でも、グループ情報は LK-114_SetupTool 上から削除され、本体リ
ストからも削除されます。
ライセンスキット LK-114 3-18
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3.5 ユビキタスグループ設定を同期する
LK-114_SetupTool 側に登録されていないユビキタスグループを同期し
ます。

LK-114_SetupTool の再起動や設定のインポートなどを行った場合に、
LK-114_SetupTool 側に登録されていないユビキタスグループがあると、
そのユビキタスグループ名が赤字で表示されます。
ライセンスキット LK-114 3-19
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ユビキタスグループ設定の同期手順

1 ユビキタスグループ設定を同期するユビキタスグループを選択し、
［グループ設定を同期する］をクリックします。

- 本体リストで、赤字になっているユビキタスグループを選択する
と、［グループ設定を同期する］のボタンが有効になります。

確認画面が表示されます。

2 ［OK］をクリックします。

ユビキタスグループ設定が同期され、赤字で表示されていたユビキタ
スグループ名が黒字になります。
ライセンスキット LK-114 3-20
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3.6 ユビキタスプリント設定の設定値を同期する
LK-114_SetupTool 側と本体側のユビキタスプリント設定の設定値を同
期します。

LK-114_SetupTool の再起動や設定のインポートなどを行ったときに、
LK-114_SetupTool と違うユビキタスプリント設定の本体が見つかった
場合、その本体は赤字で表示されます。

赤字の本体を選択すると、画面右側の［本体設定］および［グループ設定］
に設定内容が表示されます。

項目 文字色

本体リストに表示されている本体 赤 LK-114_SetupTool 側の設定と本体側の設定
に違いがある本体を表します。

本体設定 ストレージ設定 赤 LK-114_SetupTool 側の設定と本体側の設定
のうち、違いがある項目を表します。

クライアント設定 赤 LK-114_SetupTool 側の設定と本体側の設定
のうち、違いがある項目を表します。

トポロジー設定 赤 LK-114_SetupTool 側の設定と本体側の設定
のうち、違いがある項目を表します。

グループ設定 赤 LK-114_SetupTool 側でユビキタスグループ
設定されているが、本体側では設定されてい
ないことを表します。

グレー 本体側でユビキタスグループ設定されている
が、LK-114_SetupTool 側では設定されてい
ないことを表します。
ライセンスキット LK-114 3-21
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ユビキタスプリント設定の同期手順

1 設定値を同期する本体を選択し、［設定値を同期する］をクリックし
ます。

- 本体リストで、赤字になっている本体を選択すると、［設定値を同
期する］のボタンが有効になります。

2 ［bizhub の設定］と［セットアップツールの設定］の内容を確認し、
反映する設定値のチェックボックスをチェックします。

- LK-114_SetupTool 側と本体側とで設定値が異なる項目に
チェックボックスが表示されます。

3 ［同期を実行する］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 3-22
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4 ［管理者情報］の［パスワード］、［OpenAPI 認証情報］の［ユー

ザー ID］と［パスワード］を入力し、［OK］をクリックします。

- OpenAPI 認証のユーザー名とパスワードを利用しない場合は、
OpenAPI のユーザー名およびパスワードを入力する必要はあり
ません。

設定値の同期が開始されます。完了すると、完了画面が表示されま
す。

5 ［OK］をクリックします。

2
ひとこと
LK-114_SetupTool と本体とで、トポロジー機能、ストレージ機能、
クライアント機能の有効／無効の設定が一致していない場合は、「ユビ
キタスグループの構成を変更する」（p. 3-13）で各装置の機能を再設
定してください。
ライセンスキット LK-114 3-23
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3.7 ユビキタスプリントの設定を変更する
ユビキタスプリントの設定を変更します。

ユビキタスプリント設定の変更手順

1 ユビキタスプリント設定を変更する本体を選択し、［ユビキタスプリ
ント設定を変更する］をクリックします。

- 本体を選択すると、［ユビキタスプリント設定を変更する］のボタ
ンが有効になります。

- が付いている本体を選択した場合は、認証情報を入力する画面
が表示されますので、認証情報を入力してください。
ライセンスキット LK-114 3-24
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2 ユビキタスプリントの設定を変更します。

- 本体側から取得したユビキタスプリント設定が表示されています。
必要に応じて設定を変更します。

3 ［ログイン設定］でログイン情報を入力し、［OK］をクリックします。

ユビキタスプリント設定が変更されます。設定変更完了画面が表示さ
れます。

4 ［OK］をクリックます。

2
ひとこと
ストレージ機能、クライアント機能、トポロジー機能の有効／無効を変
更する場合は、「ユビキタスグループの構成を変更する」（p. 3-13）を
実施してください。
ライセンスキット LK-114 3-25
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3.8 本体の設定を一括で更新する
ユビキタスグループ設定ファイルをインポートして、複数の本体の設定を
一括で更新します。

1 LK-114_Editor for SetupTool を使用して、ユビキタスグループ設
定ファイルを作成します。

- 詳しくは、「ユビキタスグループ情報の設定ファイルをローカル環
境で作成する」（p. 3-30）をごらんください。

2 ［一括登録をする］をクリックします。

ユビキタスグループ設定ファイルに登録されている本体の情報が表示
されます。

3 内容を確認し、［OK］をクリックします。

一括登録が行われます。［変更結果］画面が表示されます。

4 ［閉じる］をクリックします。

LK-114_SetupTool の画面に一括更新した本体が表示されます。
ライセンスキット LK-114 3-26
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3.9 電源OFFの本体を管理する
電源OFFの本体の管理を行います。

電源がOFFになっている本体は、グレーで表示されます。

また、OFFになっている本体は、ユビキタスプリントの設定や同期ができ
ません。

ユビキタスグループから本体を削除する

電源OFFの本体をユビキタスグループから削除します。

1 グレー表示されている本体のユビキタスグループを選択し、［選択し
たグループの構成を変更する］をクリックします。

2 ユビキタスグループから電源OFFの本体を削除します。

- 操作手順について詳しくは、「ユビキタスグループの構成を変更す
る」（p. 3-13）をごらんください。

ユビキタスグループに本体を復帰させる

1 ユビキタスグループから削除した本体の電源をONにします。

2 をクリックします。

削除されていた本体が検出され、どのユビキタスグループにも属して
いない本体として本体リストに表示されます。

また、OFFになっている本体は、ユビキタスプリントの設定や同期ができ
ません。
ライセンスキット LK-114 3-27
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3.10 ユビキタスグループ情報を管理する
ネットワークの環境ごとに設定ファイルを作成することで、複数のユビキ
タスグループ情報を管理できます。設定ファイルのファイル形式は、XML
です。

ユビキタスグループ情報をインポートする

1 ツールバーの［ファイル］－［設定をインポート］を選択します。

2 インポート画面でインポートするファイル（xml）を選択し、［開く］
をクリックします。

設定ファイルの情報が読み込まれ、画面に表示されます。

2
ひとこと
インポートを実行する前に現在利用しているファイルで保存していない
変更箇所がある場合や、ユビキタスグループ作成をしたがファイルをエ
クスポートしていない場合、インポート画面を開く前に保存確認のメッ
セージ画面が表示されます。

ユビキタスグループ情報をエクスポートする

1 ツールバーの［ファイル］－［設定をエクスポート］を選択します。

2 エクスポート画面で保存するフォルダを指定してからファイル名を入
力し、［保存］をクリックします。

現在の設定内容で設定ファイルが保存されます。

2
ひとこと
設定ファイルを作成せずに LK-114_SetupTool でユビキタスグループ
を作成した場合、保存確認のメッセージが表示されます。［OK］をク
リックすると、エクスポートの画面が表示されます。
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ユビキタスグループ情報の設定ファイルを新規に作成する

1 ツールバーの［ファイル］－［新規作成］を選択します。

2 ユビキタスグループ管理ファイルの新規作成画面で保存するフォルダ
を指定してからファイル名を入力し、［保存］をクリックします。

2
ひとこと
設定ファイル作成後は、ネットワーク上から設定済みのユビキタスグ
ループ設定を検索時に自動的に検出し、初期ユビキタスグループ設定と
して作成した管理ファイルに保存します。
ライセンスキット LK-114 3-29
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3.11 ユビキタスグループ情報の設定ファイルをローカル環境
で作成する
ネットワーク上に本体が存在しないローカル環境で、ユビキタスグループ
を作成できます。

LK-114_Editor for SetupTool を使用して、ユビキタスグループを構成
する本体の IPアドレスなどの情報を設定し、ユビキタスグループの設定
ファイルを作成します。

LK-114_SetupTool で設定ファイルを読込むと、ユビキタスグループを
登録できます。

0 LK-114_Editor for SetupTool では、ユビキタスグループのトポロ
ジー機の構成のみ設定できます。

0 あらかじめ、ユビキタスグループに追加する本体の、IPアドレスまたは
ホスト名、管理者パスワード、OpenAPI ユーザー名、OpenAPI パス
ワードを確認してください。

1 LK-114_SetupTool を使用して、ユビキタスグループ設定ファイル
をエクスポートします。

- 詳しくは、「ユビキタスグループ情報をエクスポートする」
（p. 3-28）をごらんください。

2 ［LK114EditorForSetupTool.exe］をダブルクリックし、LK-
114_Editor for SetupTool が起動します。

3 ［インポートファイル読み込み］をクリックします。

4 ユビキタスグループ設定ファイルを選択し、［開く］をクリックしま
す。

ユビキタスグループ設定ファイルの情報が読込まれます。
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5 ［装置設定情報］に、グループに追加したい本体の情報を入力します。

- ［ユビキタスグループ名］：本体を追加するユビキタスグループ名
を入力します。半角 16文字、全角 8文字以内で入力してくださ
い。

- ［装置 IP アドレス /ホスト名］：本体の IPアドレスまたはホスト
名を入力します。

- ［管理者パスワード］、［OpenAPI ユーザー名］、［OpenAPI パス
ワード］：本体の管理者パスワード、OpenAPI ユーザー名、
OpenAPI パスワードを入力します。

6 本体をストレージ機として使用する場合は、［ストレージ機能］で
［ON］を選択します。

- ［印刷後のドキュメント削除］：ストレージ機に蓄積されたプリン
トジョブが印刷された時点で、ジョブを自動的に削除するかどう
かを設定します。

- ［ドキュメントの有効期限］：ストレージ機に蓄積されたプリント
ジョブのデータを自動的に削除するまでの時間を設定します。

- ［IPPタイムアウト (秒 )］：IPPを使用して印刷するときのタイム
アウト時間を設定します。

7 本体をクライアント機として使用する場合は、［クライアント機能］
で［ON］を選択します。

- ［プロトコル設定］：ユビキタスプリントで使用するプロトコルを、
［IPP］または［Raw］ポートから選択します。

- ［タイムアウト (秒 )］：ストレージ機へ接続するときのタイムアウ
ト時間を設定します。

8 本体をトポロジー機として使用する場合は、［トポロジー機能］で
［ON］を選択します。

- ［タイムアウト (トポロジー機から )( 秒 )］：本体をトポロジー機
として使用する場合に、トポロジー機からの通信のタイムアウト
時間を設定します。

- ［タイムアウト (トポロジー機へ )( 秒 )］：本体をストレージ機や
クライアント機として使用する場合に、トポロジー機への通信の
タイムアウト時間を設定します。

9 ［追加］をクリックします。

本体の情報が、画面下の一覧に表示されます。

10 すべての本体をグループに追加したら、［インポートファイル作成］
をクリックします。

- 保存先のフォルダーを指定して、ファイル名を入力します。
設定ファイルが作成されます。
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11 LK-114_SetupTool を起動して、設定ファイルを読込みます。

- 設定ファイルを読込む方法については、「ユビキタスグループ情報
をインポートする」（p. 3-28）をごらんください。

2
ひとこと
すでに追加されている本体の設定情報を変更するには、一覧から本体を
選択して、［装置設定情報］で設定を変更します。設定を変更したあと、
［適用］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 3-32



ユビキタスプリント設定をする（管理者用） 4
4 ユビキタスプリント設定をする（管理者
用）
ユビキタスプリントの設定を、本体で行うことができます。

2
ひとこと
ユビキタスプリントの設定を LK-114_SetupTool で設定した場合は、
本体でユビキタスプリントの設定を行う必要はありません。

複数のユビキタスグループを連携させる場合は、LK-114_SetupTool
から設定する必要があります。

ここでは、本体の操作パネルでユビキタスプリントの設定を行う手順につ
いて説明します。

4.1 ユビキタスプリント設定について
ユビキタスグループとして使用する本体の［設定メニュー］でユビキタス
プリント設定を行います。

［ユビキタスプリント設定］で設定できる項目は以下のとおりです。
- プリントストレージ機能設定
ストレージ機能の有効／無効を設定します。有効にすると、プリント
ジョブの取り扱いについても設定できます。詳しくは、「ユビキタスプ
リントのストレージ機能を設定する」（p. 4-2）をごらんください。

- クライアント機能設定
クライアント機能の有効／無効を設定します。有効にすると、ストレー
ジ機との接続に関する設定もできます。詳しくは、「ユビキタスプリン
トのクライアント機能を設定する」（p. 4-8）をごらんください。

- トポロジー機能設定
トポロジー機能の有効／無効を設定します。有効にすると、有効にした
本体がユビキタスグループの構成情報を管理できるようになります。詳
しくは、「ユビキタスプリントのトポロジー機能を設定する」
（p. 4-12）をごらんください。

- 参加グループ設定
本体がストレージ機またはクライアント機の場合に、参加するユビキタ
スグループを設定します。詳しくは、「ユビキタスグループに参加する」
（p. 4-18）をごらんください。

- グループ内状態一覧
自機が参加するユビキタスグループに所属する、各本体の状態を確認で
きます。詳しくは、「ユビキタスグループの状態を確認する」
（p. 4-20）をごらんください。
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4.2 ユビキタスプリントのストレージ機能を設定する
ストレージ機能の設定を行います。ストレージ機能の設定を有効にすると、
有効にした本体にユーザーのコンピューターから送信されたプリントジョ
ブが蓄積できるようになります。

［プリントストレージ機能設定］で設定できる項目は以下のとおりです。

項目 内容

プリントストレージ機能
使用設定

ストレージ機能を［有効］または［無効］にします。

2
ご注意
認証方式の設定によっては、ストレージ機能を有効
に設定できません。認証方式については「認証設定」
（p. 2-2）をごらんください。

認証方式の設定が解除または別の認証方式に変更さ
れた場合、この設定は強制的に［無効］になります。

セキュリティ強化モードが［無効］の場合のみ設定
できます。セキュリティ強化モードが［無効］から
［有効］に変更された場合、本設定は強制的に［無
効］になります。

［有効］にすると、トポロジー機能は使用できなくな
ります。

［有効］から［無効］に変更された場合、ストレージ
機に蓄積されているプリントジョブのデータがすべ
て削除されます。

印字後削除設定 ストレージ機に蓄積されたプリントジョブが印刷された時点で、
ジョブを自動的に削除するかどうかを設定します。

2
ひとこと
本設定は、［プリントストレージ機能使用設定］が
［有効］の場合、設定できます。

文書削除時間設定 ストレージ機に蓄積されたプリントジョブのデータを自動的に削
除するまでの時間を設定します。

2
ひとこと
本設定は、［プリントストレージ機能使用設定］が
［有効］の場合、設定できます。

全文書削除 ストレージ機に蓄積されているプリントジョブのデータをすべて
削除します。
この項目は、ユビキタスプリントを実行するために必要な設定項
目ではなく、手動で全文書を削除するための機能です。
手順について詳しくは、「文書を手動で削除する」（p. 4-7）をご
らんください。
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4.2.1 ストレージ機能を有効にする
ユビキタスプリントのストレージ機能を有効にします。有効にすると、プ
リントジョブの取り扱いについても設定できます。

ストレージ機能を有効にする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［プリントストレージ機能設定］－［プリントス
トレージ機能使用設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［有効］を選択し、［OK］をタップします。
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印字後削除設定をする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［プリントストレージ機能設定］－［印字後削除
設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［する］または［しない］を選択します。

- ［する］を選択すると、プリントジョブが印刷された時点で文書が
自動的に削除されます。

- ［しない］を選択すると、プリントジョブが印刷されても文書は削
除されません。

3 ［OK］をタップします。
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文書削除時間設定をする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［プリントストレージ機能設定］－［文書削除時
間設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 自動的に削除されるまでの期間を設定します。

- この設定は、蓄積された文書に対しての設定です。文書が印刷さ
れなくても、ここで設定された内容に従って処理されます。

- ［時間］を選択すると、00:05 ～ 12:00 の間で 1分単位で指定で
きます。

- ［削除しない］を選択すると、文書は削除されません。

3 ［OK］をタップします。
ライセンスキット LK-114 4-5



ユビキタスプリント設定をする（管理者用） 4
4.2.2 ストレージ機能を無効にする
ユビキタスプリントのストレージ機能を無効にします。無効にすると、ス
トレージ機に蓄積されているプリントジョブのデータがすべて削除されま
す。

ストレージ機能を無効にする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［プリントストレージ機能設定］－［プリントス
トレージ機能使用設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［プリントストレージ機能使用設定］の［無効］をタップします。

3 ［OK］をタップします。

全文書削除画面が表示されます。

4 ［はい］を選択し、［OK］をタップします。

- データ処理中は、本体の主電源をオフにしないでください。
全文書が削除されます。
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4.3 文書を手動で削除する
ストレージ機に蓄積されているプリントジョブのデータすべてを手動で削
除します。

2
ご注意
［プリントストレージ機能使用設定］が［無効］の場合は、全文書の削
除はできません。

文書を手動で削除する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［プリントストレージ機能設定］－［全文書削
除］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

全文書削除画面が表示されます。

2 ［はい］を選択し、［OK］をタップします。

すべての文書が削除されます。

2
ご注意
データ処理中は、本体の主電源をオフにしないでください。
ライセンスキット LK-114 4-7



ユビキタスプリント設定をする（管理者用） 4
4.4 ユビキタスプリントのクライアント機能を設定する
クライアント機能の設定を行います。ユビキタスグループに参加している
本体のクライアント機能の設定を有効にすると、有効にした本体からスト
レージ機に蓄積されたプリントジョブを印刷できるようになります。

［クライアント機能設定］で設定できる項目は以下のとおりです。

項目 内容

クライアント機能使用設
定

クライアント機能を［有効］または［無効］にします。

2
ご注意
本設定は、セキュリティ強化モードが［無効］の場
合、設定できます。セキュリティ強化モードが［無
効］から［有効］に変更された場合、この設定は強
制的に［無効］になります。

プロトコル設定 ユビキタスプリントで使用するプロトコルを設定します。［IPP］
または［RAWポート］を選択できます。

2
ひとこと
本設定は、［クライアント機能使用設定］が［有効］
の場合、設定できます。

本設定は、IPP設定が［使用する］の場合、［IPP］
に設定できます。

接続タイムアウト設定 ストレージ機へ接続するときのタイムアウト時間を設定します。

2
ひとこと
本設定は、［クライアント機能使用設定］が［有効］
の場合、設定できます。
ライセンスキット LK-114 4-8



ユビキタスプリント設定をする（管理者用） 4
4.4.1 クライアント機能を有効にする
ユビキタスプリントのクライアント機能を有効にします。有効にすると、
ストレージ機との接続に関する設定ができます。

クライアント機能を有効にする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［クライアント機能設定］－［クライアント機能
使用設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［有効］を選択し、［OK］をタップします。

プロトコルを設定する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［クライアント機能設定］－［プロトコル設定］
をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。
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2 ［IPP］または［RAWポート］を選択し、［OK］をタップします。

接続タイムアウト時間を設定する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［クライアント機能設定］－［接続タイムアウト
設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ストレージ機へ接続するときのタイムアウトするまでの時間を設定し
ます。

- 5～ 600の間で 1秒単位で指定できます。

3 ［OK］をタップします。
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4.4.2 クライアント機能を無効にする
ユビキタスプリントのクライアント機能を無効にします。無効にすると、
この本体からストレージ機に蓄積されたプリントジョブの印刷ができなく
なります。

クライアント機能を無効にする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［クライアント機能設定］－［クライアント機能
使用設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［無効］を選択し、［OK］をタップします。
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4.5 ユビキタスプリントのトポロジー機能を設定する
トポロジー機能の設定を行います。トポロジー機能の設定を有効にすると、
有効にした本体が参加するユビキタスグループの情報を他のユビキタスグ
ループに送付し、他のユビキタスグループからの情報を受け取ることで、
ユビキタスグループ間の情報を共有します。

［トポロジー機能設定］で設定できる項目は以下のとおりです。

項目 内容

トポロジー機能使用設定 トポロジー機能を［有効］または［無効］にします。

2
ご注意
本設定は、セキュリティ強化モードが［無効］の
場合、設定できます。セキュリティ強化モードが
［無効］から［有効］に変更された場合、この設定
は強制的に［無効］になります。

［有効］にすると、ストレージ機能は使用できなく
なります。

ユビキタスグループ設定 トポロジー機が参加するユビキタスグループの名前を設定しま
す。
ユビキタスグループ名は半角 16 文字、全角 8 文字以内で入力
してください。

2
ひとこと
本設定は、［トポロジー機能使用設定］が［有効］
の場合に設定できます。

接続タイムアウト設定 トポロジー機から他の本体へ問い合わせするときの、タイムア
ウト時間を設定します。

2
ひとこと
本設定は、［トポロジー機能使用設定］が［有効］
の場合に設定できます。

ユビキタスグループ再構築 トポロジー機が参加するユビキタスグループの構成リストを再
構築します。

2
ひとこと
本設定は、［トポロジー機能使用設定］が［有効］
の場合に設定できます。
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4.5.1 トポロジー機能を有効にする
ユビキタスプリントのトポロジー機能を有効にします。有効にすると、有
効にした本体がユビキタスグループの構成情報を管理できるようになりま
す。

トポロジー機能を有効にする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［トポロジー機能設定］－［トポロジー機能使用
設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［有効］を選択し、［OK］をタップします。
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ユビキタスグループ名を設定する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［トポロジー機能設定］－［ユビキタスグループ
設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［ユビキタスグループ名］をタップし、ユビキタスグループ名を入力
します。

- ユビキタスグループ名は半角 16 文字、全角 8 文字以内で入力し
てください。

3 ［OK］をタップします。
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接続タイムアウト時間を設定する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［トポロジー機能設定］－［接続タイムアウト設
定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 トポロジー機から他の本体へ問い合わせするときの、タイムアウト時
間を設定します。

- 5 ～ 600 の間で 1 秒単位で指定できます。

3 ［OK］をタップします。
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ユビキタスグループを再構築する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［トポロジー機能設定］－［ユビキタスグループ
再構築］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

ユビキタスグループ再構築画面が表示されます。

2 ［はい］を選択し、［OK］をタップします。

2
ご注意
ユビキタスグループ再構築中は、本体の主電源をオフにしないでくださ
い。
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4.5.2 トポロジー機能を無効にする
ユビキタスプリントのトポロジー機能を無効にします。無効にすると、こ
の本体がユビキタスグループの構成情報を管理できなくなります。

トポロジー機能を無効にする

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［トポロジー機能設定］－［トポロジー機能使用
設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 ［無効］を選択し、［OK］をタップします。
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4.6 ユビキタスグループに参加する
本体がストレージ機またはクライアント機の場合に、参加するユビキタス
グループを設定します。

［参加グループ設定］で設定できる項目は以下のとおりです。

接続先のグループを設定する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［参加グループ設定］－［ユビキタスグループ設
定］をタップします。

2 ［ユビキタスグループ名］をタップし、本体が参加するユビキタスグ
ループ名を入力します。

3 ［アドレス］をタップし、トポロジー機の IPアドレスまたはホスト
名を設定します。

4 ［OK］をタップします。

項目 内容

ユビキタスグループ設定 本体が参加するユビキタスグループを指定します。
･［ユビキタスグループ名］：ユビキタスグループの名前を入
力します。

･［アドレス］：ユビキタスグループのトポロジー機の IPアド
レスまたはホスト名を入力します。

接続タイムアウト設定 本体が参加するユビキタスグループのトポロジー機へ問い合わ
せするときの、タイムアウト時間を設定します。
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接続タイムアウト時間を設定する

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタ
スプリント設定］－［参加グループ設定］－［接続タイムアウト設
定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 トポロジー機へ問い合わせするときの、タイムアウト時間を設定しま
す。

- 5 ～ 600 の間で 1 秒単位で指定できます。

3 ［OK］をタップします。
ライセンスキット LK-114 4-19



ユビキタスプリント設定をする（管理者用） 4
4.7 ユビキタスグループの状態を確認する
自機が参加するユビキタスグループに所属する、各本体の状態を確認でき
ます。

［設定メニュー］－［管理者設定］－［システム連携］－［ユビキタスプリ
ント設定］－［グループ内状態一覧］をタップすると、グループ内の本体
のアドレスと接続状態が一覧表示されます。

詳細な内容を確認するには、一覧で本体を選び、［詳細］をタップします。
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4.8 他のユビキタスグループと連携する
他のユビキタスグループと連携する場合に、トポロジー機のPageScope 
Web Connection にアクセスして設定することができます。

連携するユビキタスグループの設定は、PageScope Web Connection
の管理者モードの［環境設定］－［ユビキタスプリント設定］－［トポロ
ジー機能設定］で行います。

項目 内容

トポロジーグループ設定 連携するユビキタスグループを設定します。
［グループ 1］のドロップダウンリストに、自機（トポロジー
機）のホスト名、IPv4 アドレス、IPv6 アドレスが表示されま
す。
［グループ 2］～［グループ 10］に、連携するユビキタスグ
ループのトポロジー機の IP アドレスまたはホスト名を入力し
ます。ホスト名を入力する場合は［ホスト名入力時はチェック
をONにする］にチェックをつけます。
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5 トップメニューにショートカットキーを
追加する（管理者用）

5.1 トップメニューにショートカットキーを追加する
ユビキタスグループに設定した本体のトップメニューにユビキタスプリン
トのショートカットキーを配置します。

2
ご注意
ユビキタスプリント設定のクライアント機能が有効になっていないと、
本設定はできません。

ショートカットキーの追加手順

1 ［設定メニュー］－［管理者設定］－［環境設定］－［画面カスタマ
イズ設定］－［標準トップメニュー設定］をタップします。

- 管理者パスワード入力画面が表示されたら、管理者パスワードを
入力してください。

2 使用されていない［トップメニューキー］を選択します。

3 ［使用する］を選択し、［機能］をタップします。
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4 ［ユビキタスプリント］を選択し、［OK］をタップします。

ショートカットキーを追加すると、トップメニューに［ユビキタスプ
リント］のショートカットキーが表示されます。
ライセンスキット LK-114 5-2
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6 プリンタードライバーと LK-
114_ManagerPort のインストール
ユーザーのコンピューターでユビキタスプリント機能を利用するためには、
使用する本体に対応したプリンタードライバーと LK-114_ManagerPort
をインストールすることが必要になります。

インストール順序は以下のとおりです。
1. LK-114_ManagerPort 
2. プリンタードライバー

ユーザーのコンピューターに管理者権限がある場合
- プリンタードライバーと LK-114_ManagerPort を、ユーザーのコン
ピューターに配布し［Setup.exe］からインストールしてください。
LK-114_ManagerPort は、［LK-114_InstallerCreateTool］ >
［InstForm］フォルダー内に含まれています。

ユーザーのコンピューターに管理者権限がない場合
- 管理者権限がなくてもインストールが実行できる LK-114_InstallTool
を作成し、ユーザーに配布します。LK-114_InstallTool は、LK-
114_InstallerCreateTool を使用して作成します。
また、プリンタードライバーや LK-114_ManagerPort の設定を自動
で行うように設定することもできます。
LK-114_InstallTool の作成について詳しくは、「LK-114_InstallTool
の作成（管理者用）」（p. 6-2）をごらんください。
ライセンスキット LK-114 6-1
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6.1 LK-114_InstallTool の作成（管理者用）
ここでは LK-114_InstallTool の作成手順について説明します。
LK-114_InstallTool を利用して、管理者権限のないユーザーのコンピュー
ターに、プリンタードライバーおよび LK-114_ManagerPort をインス
トールする手順について詳しくは「LK-114_InstallTool からの手動インス
トール」（p. 6-15）をごらんください。

6.1.1 LK-114_InstallerCreateTool について
LK-114_InstallerCreateTool は、ユーザーのコンピューターに配布する
LK-114_InstallTool を作成するツールです。配布された LK-
114_InstallTool を使用することで、ユーザーのコンピューターでユビキ
タスプリント機能を利用できるように設定できます。

LK-114_InstallerCreateTool を使用すると、プリンタードライバーと
LK-114_ManagerPort のインストーラー、およびその設定ファイルを、
LK-114_InstallTool として１つのパッケージにまとめることができます。
このとき、ユーザーのコンピューターに管理者権限がない場合でもインス
トールができるように、管理者のユーザー IDやパスワードなどの認証情報
を LK-114_InstallTool に埋め込むことができます。

あらかじめ LK-114_InstallerCreateTool を準備し、任意のフォルダーに
コピーしてください。

6.1.2 事前準備
LK-114_InstallerCreateTool で LK-114_InstallTool を作成するには、
事前にプリンタードライバーセットアップファイルを準備します。

プリンタードライバーセットアップファイルは、管理者 ID、ドメイン、パ
スワードを埋め込んだプリンタードライバーです。

プリンタードライバーセットアップファイルを作成する前に、以下のこと
を確認してください。
- Driver Packaging Utility を使用する前に、プリンタードライバーセッ
トアップファイルに使用するプリンタードライバーを、コンピューター
にインストールしてください。プリンタードライバーのインストール手
順は、本体のユーザーガイド「プリンター機能編」をごらんください。

- プリンタードライバーセットアップファイルの作成にはDriver 
Packaging Utility を使用します。あらかじめDriver Packaging 
Utility を準備し、任意のフォルダーにコピーしてください。

- プリンタードライバーセットアップファイル作成時、管理者権限を持つ
ユーザーのユーザー名、ドメイン、パスワードが必要になりますので、
確認してください。

作成手順について詳しくは「Driver Packaging Utility を使用したプリン
タードライバーセットアップファイルの作成」（p. 6-3）をごらんくださ
い。
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Driver Packaging Utility を使用したプリンタードライバーセットアップ
ファイルの作成

ここではWindows 7 の場合で説明します。

1 ［コントロールパネル］－［デバイスとプリンター］を選択します。

2 使用するプリンターを右クリックし、［プリンターのプロパティ］を
選択します。

3 ［装置情報］タブを選択し、［取得設定］をクリックします。

4 ［自動取得］のチェックを外し、［OK］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 6-3
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5 DPU.exe をダブルクリックし、Driver Packaging Utility を起動し

ます。

- OSがWindows 7 の場合、警告画面が表示されますので、許可
してください。

6 ［同意します］をクリックします。

Driver Packaging Utility の画面が表示されます。

7 ［編集］－［プリンターの追加］を選択します。

プリンターの追加画面に、コンピューターにインストールされている
Standard TCP/IP Port のプリンターが一覧表示されます。
ライセンスキット LK-114 6-4
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8 LK-114_ManagerPort で使用するプリンタードライバーを選択し、

［OK］をクリックします。

9 ［印刷設定］タブで、［このプリンターから印刷設定をコピーする］を
選択します。
ライセンスキット LK-114 6-5
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10［ドライバー］タブでプリンタードライバーを指定し、［OK］をク

リックします。

- ［参照］をクリックし、［プリンタードライバーのパス］を指定し
ます。

- ここで指定するパスは、Program Files - KONICA MINOLTA
フォルダーにインストールされたプリンタードライバーファイル
ではなく、インストール前のプリンタードライバーフォルダーの
プリンタードライバーファイルを指定する必要があります。

11［ポート］タブの［IPアドレス /ホスト名］欄に「LK-
114_ManagerPort」と入力し、［OK］をクリックします。
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作業一覧に追加したプリンター名が表示されます。

12［ファイル］－［名前を付けて保存］を選択します。
ライセンスキット LK-114 6-7
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13 必要な項目を入力します。

- ［パッケージ名］に任意の名称を入力します。
- ［パッケージ実行時に以下のユーザーに変更する］をチェックし、
配布先の管理者権限を持つユーザーのユーザー名、パスワード、
ドメインを入力します。

14［保存］をクリックします。
パッケージ（プリンタードライバーセットアップファイル）が作成さ
れます。

15 完了画面で［OK］をクリックします。

2
ひとこと
プリンタードライバーセットアップファイル作成後、自動取得設定画面
（手順 4）ではずした［自動取得］のチェックは、必要に応じて元に戻
してください。
ライセンスキット LK-114 6-8
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6.1.3 LK-114_InstallTool の作成と配布
LK-114_InstallTool の作成と配布を行います。

LK-114_InstallTool の作成手順

LK-114_InstallTool の作成を行う前に、以下のことを確認してください。

0 LK-114_InstallTool を実行するユーザーが自分のコンピューターに管
理者権限を持たない場合は、管理者権限を持つユーザーのユーザー ID、
ドメイン、パスワードを確認する

0 LK-114_InstallerCreateTool がコンピューターに準備されている

1 ［InstCreater.exe］をダブルクリックし、
LK-114_InstallerCreateTool を起動します。
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2 ［クライアントPCでインストール可能な権限を指定する］で、LK-

114_ManagerPort をインストールするときの権限を設定します。

- LK-114_InstallTool を実行するユーザーが、自分のコンピュー
ターに対して管理者権限を持たない場合は、管理者権限を持つ
ユーザーの［ユーザー ID］、［ドメイン］、［パスワード］を入力し
ます。

- LK-114_InstallTool を実行するユーザーが、自分のコンピュー
ターに対して管理者権限を持っている場合は、［クライアントPC
でインストール可能な権限を指定する］のチェックを外します。
この場合、LK-114_InstallTool の［invoke.exe］を実行した
ユーザーの権限で、インストールが行われます。
ライセンスキット LK-114 6-10



プリンタードライバーと LK-114_ManagerPort のインストール 6

3 ［ユーザーのインストール操作］で、プリンタードライバーや LK-

114_ManagerPort の設定をユーザーが行うかどうかを選択します。

- ［全て自動で行う］を選択すると、ユーザーは設定を行う必要はあ
りません。

- すでにユーザーのコンピューターにインストールされているプリ
ンタードライバーを LK-114_ManagerPort で使用できるように
する場合は、［全て自動で行う］を選択し、［次の文字列に部分一
致するインストール済みプリンターのポートを LK-
114_Manager Port に変更する］にチェックをつけてから、テ
キストボックスにプリンタードライバーの名前を入力します。

- LK-114_ManagerPort のインストール完了後に LK-
114_ManagerPort の設定画面が表示されるようにするには、
［インストール完了後、ManagerPort 設定を表示する］にチェッ
クをつけます。

- ユーザーが設定を行う場合は、［ユーザーが、インストールするプ
リンタードライバーの選択やManagerPort 設定を行う］を選択
します。

4 ［サーバー装置へプリントジョブを送信する時の設定をする］で、プ
リントジョブの送信に関する設定をします。

- ［設定内容］で、LK-114_ManagerPort の接続先情報を設定し
ます。
［接続先名］：管理用の接続先名を入力します。
［LK-114 ドメインのトポロジー機アドレス］：ユビキタスグルー
プのリストを取得するための、トポロジー機の IPアドレスを入力
します。
［所属グループのトポロジー機アドレス］：印刷ジョブの送信先に
するユビキタスグループの、トポロジー機の IPアドレスを入力し
ます。

- 接続先情報をファイルからインポートする場合は、［設定ファイル
のインポート］をクリックして、接続先情報ファイルを選びます。

- ストレージ機のSNMP設定またはOpenAPI 設定を変更してい
る場合は、［通信設定］をクリックしてストレージ機と通信するた
めの設定をします。

5 ［インストーラーの中にプリンタードライバーを同梱する］で、LK-
114_InstallTool にプリンタードライバーを同梱するかどうかを設定
します。

- LK-114_InstallTool にプリンタードライバーを同梱する場合は、
［インストーラーの中にプリンタードライバーを同梱する］に
チェックをつけ、［ドライバー追加］をクリックします。手順 6
へ進みます。

- LK-114_InstallTool にプリンタードライバーを同梱しない場合
は、［インストーラーの中にプリンタードライバーを同梱する］の
チェックを外します。手順 8へ進みます。
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6 Driver Packaging Utility で作成したフォルダーを指定してから、

プリンタードライバーセットアップファイルを選択し、［開く］をク
リックします。

- ユーザーのコンピューターに対応するプリンタードライバーを指
定してください。

7 ［ドライバー］で、同梱するプリンタードライバーにチェックをつけ
ます。

- ［ドライバー名］は変更することができます。必要に応じて、配布
時にわかりやすいドライバー名を付けてください。
（例：abc123.exe → 3 階用プリンタードライバー）

8 ［インストーラー作成］をクリックします。

LK-114_InstallTool が作成されます。
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9 完了画面で［OK］をクリックします。

LK-114_InstallerCreateTool フォルダーに配布用の LK-
114_InstallTool_yyyymmddhhmmss フォルダーが作成されます。
（yyyymmddhhmmss は LK-114_InstallTool を作成した日時で
す。）

10 LK-114_InstallTool_yyyymmddhhmmss フォルダーをユーザーの
コンピューターに配布します。

2
ひとこと
接続先情報ファイルについて詳しくは、「接続先情報ファイルについて」
（p. 10-1）をごらんください。
ライセンスキット LK-114 6-13
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6.2 LK-114_InstallTool からの自動インストール
管理者から配布された LK-114_InstallTool を使用して、プリンタードラ
イバーと LK-114_ManagerPort のインストールを行います。

ここでは、LK-114_InstallerCreateTool で LK-114_InstallTool を作成
したときに、［ユーザーのインストール操作］で［全て自動で行う］を選択
した場合の手順を説明します。

LK-114_InstallTool が準備されていない場合は、管理者に確認してくださ
い。

1 管理者から配布された LK-114_InstallTool の［invoke.exe］をダ
ブルクリックします。

インストーラーが起動します。

2 画面の指示に従います。

LK-114_ManagerPort のインストールとプリンタードライバーの
インストール、LK-114_ManagerPort の設定が自動で行われます。
ライセンスキット LK-114 6-14
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6.3 LK-114_InstallTool からの手動インストール
管理者から配布された LK-114_InstallTool を使用して、プリンタードラ
イバーと LK-114_ManagerPort のインストールを行います。

ここでは、LK-114_InstallerCreateTool で LK-114_InstallTool を作成
したときに、［ユーザーのインストール操作］で、［ユーザーが、インス
トールするプリンタードライバーの選択やManagerPort 設定を行う］を
選択した場合の手順を説明します。

LK-114_InstallTool が準備されていない場合は、管理者に確認してくださ
い。

LK-114_InstallTool の起動とインストール対象選択画面

管理者から配布された LK-114_InstallTool の［invoke.exe］をダブルク
リックすると、インストール対象選択画面が表示されます。

項目 内容

LK-114_ManagerPort のインストール LK-114_ManagerPort をインストールしま
す。
詳しくは、「LK-114_ManagerPort のインス
トール」（p. 6-16）をごらんください。

2
ひとこと
すでにインストールされている LK-
114_ManagerPort のバージョンよ
り新しい場合は、項目が［LK-
114_ManagerPort のアップデート］
と表示されます。
ライセンスキット LK-114 6-15
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6.3.1 LK-114_ManagerPort のインストール
管理者から配布された LK-114_InstallTool を使用して、
LK-114_ManagerPort をインストールします。

LK-114_InstallTool が準備されていない場合は、管理者に確認してくださ
い。

2
ひとこと
管理者権限を持つユーザーコンピューターの場合は、［LK-
114_InstallerCreateTool］ > ［InstForm］ > ［LK-
114_ManagerPort］フォルダー内に存在する［Setup.exe］からイ
ンストールできます。

インストール手順

1 LK-114_InstallTool のインストール対象選択画面で
［LK-114_ManagerPort のインストール］をクリックします。

- アップデートの場合は、［LK-114_ManagerPort のアップデー
ト］をクリックします。

- インストール対象選択画面について詳しくは、
「LK-114_InstallTool の起動とインストール対象選択画面」
（p. 6-15）をごらんください。

ドライバーのインストール プリンタードライバーをインストールします。
詳しくは、「プリンタードライバーのインストー
ル」（p. 6-19）をごらんください。

2
ご注意
LK-114_ManagerPort がインス
トールされていない場合は、プリン
タードライバーのインストールはでき
ません。

LK-114_ManagerPort Settings を起動 LK-114_ManagerPort の設定を行います。
詳しくは、「LK-114_ManagerPort の設定」
（p. 6-22）をごらんください。

2
ご注意
LK-114_ManagerPort がインス
トールされていない場合は、
LK-114_ManagerPort の設定はで
きません。

項目 内容
ライセンスキット LK-114 6-16
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2 インストール開始画面で［はい］をクリックします。

3 ［日本語］を選択し、［OK］をクリックします。

4 ［次へ］をクリックします。

5 ［使用許諾契約の条項に同意します］を選択し、［次へ］をクリックし
ます。
ライセンスキット LK-114 6-17
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6 インストール先のフォルダーを確認します。

- 別のフォルダーにインストールする場合は、［変更］をクリック
し、フォルダーを設定します。

7 ［次へ］をクリックします。

8 ［インストール］をクリックします。

LK-114_ManagerPort のインストールが開始されます。インス
トールが終了すると完了画面が表示されます。
ライセンスキット LK-114 6-18
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9 完了画面で［完了］をクリックします。

LK-114_InstallTool のインストール対象選択画面に戻ります。

6.3.2 プリンタードライバーのインストール
管理者から配布された LK-114_InstallTool を使用して、プリンタードラ
イバーをインストールします。

LK-114_InstallTool が準備されていない場合は、管理者に確認してくださ
い。

2
ひとこと
管理者権限を持つユーザーコンピューターの場合は、フォルダー内に存
在する［Setup.exe］からインストールできます。
ライセンスキット LK-114 6-19
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インストール手順

プリンタードライバーをインストールする前に、以下のことを確認してく
ださい。

0 コンピューターにLK-114_ManagerPortがインストールされているこ
と

1 LK-114_InstallTool のインストール対象選択画面で［ドライバーの
インストール］をクリックします。

- インストール対象選択画面について詳しくは、
「LK-114_InstallTool の起動とインストール対象選択画面」
（p. 6-15）をごらんください。

- LK-114_InstallerCreateTool で複数のプリンタードライバーを
選択した場合は、プリンタードライバー選択画面が表示されます。
インストールするプリンタードライバーを選択してください。

2 ［同意します］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 6-20
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3 Driver Packaging Utility で作成したプリンタードライバーセット

ファイルを選択し、［実行］をクリックします。

インストールが開始されます。

4 ［終了］をクリックします。

LK-114_InstallTool のインストール対象選択画面に戻ります。
ライセンスキット LK-114 6-21
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6.3.3 LK-114_ManagerPort の設定
LK-114_ManagerPort のインストールが完了したら、引き続いて LK-
114_ManagerPort の設定を行います。

印刷を行うときに、LK-114_ManagerPort が指定されたプリンターを選
ぶことで、印刷ジョブをストレージ機に送信できます。

1 LK-114_ManagerPort の設定画面を表示します。

- LK-114_InstallTool から表示する場合：インストール対象を選
択する画面で［LK-114_ManagerPort Settings を起動］をク
リックします。

- スタートメニューから表示する場合：［スタート］－［KONICA 
MINOLTA］－［LK-114_ManagerPort］－［LK-
114_ManagerPort 設定］を選択します。

2 ［接続先 LK-114 ドメイン］で、ユビキタスグループのリストを取得
するためのトポロジー機を指定します。

- トポロジー機の IPアドレスを入力します。
- 接続先情報が保存されている場合は、ドロップダウンリストから
トポロジー機を選ぶことができます。

3 ［グループ情報を取得する］をクリックします。

4 ［接続先グループ］で、印刷ジョブの送信先にするユビキタスグルー
プを選びます。

- グループ情報を取得し直して、ドロップダウンリストの内容を更
新するには、［グループ情報を更新する］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 6-22
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5 必要に応じて、設定した接続先情報を保存します。

- ［接続先情報を保存する］をクリックして、管理用の接続先名を指
定します。

- ［保存された接続先情報を管理する］をクリックすると、接続先情
報の管理画面が表示されます。接続先名を変更したり、接続先情
報を削除したりすることができます。

6 ストレージ機のSNMP設定またはOpenAPI 設定を変更している
場合は、［通信設定］をクリックしてストレージ機と通信するための
設定をします。

7 ［プリンターが使用する印刷ポートを変更する］をクリックします。
ライセンスキット LK-114 6-23
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8 使用するプリンターのポートを［LK-114_ManagerPort］に変更

し、［OK］をクリックします。

- LK-114_InstallTool でプリンタードライバーをインストールし
た場合は、［LK-114_ManagerPort］が選ばれていることを確認
します。

9 ［OK］をクリックします。

2
ひとこと
プリンターが使用するポートを変更するには、コンピューターの管理者
権限が必要です。

接続先情報を、ファイルからインポートすることができます。［管理者
から配布された接続先情報に更新する］をクリックして、接続先情報
ファイルを選択します。

LK-114_ManagerPort で接続先情報を保存することにより、ユビキ
タスプリントを実行する場所に応じて、接続先のユビキタスグループを
切換えることができます。

2
ひとこと
接続先情報ファイルについて詳しくは、「接続先情報ファイルについて」
（p. 10-1）をごらんください。
ライセンスキット LK-114 6-24
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7 プリンタードライバー／ LK-
114_ManagerPort のアンインストール

7.1 プリンタードライバーのアンインストール
コンピューターからプリンタードライバーを削除します。

アンインストールの手順

アンインストールする前に、以下を確認してください。

0 管理者権限でWindows にログオンしている

1 ［デバイスとプリンター］画面を表示します。

- Windows 7 の場合：［スタート］ - ［コントロールパネル］ - 
［ハードウェアとサウンド］ -［ デバイスとプリンター］を選択し
ます。

- Windows 8.1 の場合：スタート画面を右クリックし、［すべての
アプリ］ - ［コントロールパネル］ - ［ハードウェア］ - ［デバイス
とプリンター］を選択します。

2 削除したいプリンターを右クリックし、［デバイスの削除］を選択し
ます。

3 コンピューターを再起動します。
ライセンスキット LK-114 7-1
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7.2 LK-114_ManagerPort のアンインストール
コンピューターから LK-114_ManagerPort を削除します。

アンインストールの手順

アンインストールする前に、以下を確認してください。

0 管理者権限でWindows にログオンしている
0 LK-114_ManagerPort 設定 のドライバー／ポート選択画面で［LK-
114_ManagerPort］が使用されていないこと

1 プログラムをアンインストールする画面を表示します。

- Windows 7 の場合：［スタート］－［コントロールパネル］－
［プログラムと機能］または［プログラム］を選択します。

- Windows 8.1 の場合：スタート画面を右クリックし、［すべての
アプリ］－［コントロール パネル］－［プログラム］の［プログ
ラムのアンインストール］を選択します。

2 LK-114_ManagerPort を選択し、削除を実行します。

3 コンピューターを再起動します。
ライセンスキット LK-114 7-2
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8 操作方法

8.1 ユビキタスプリントでできること
ユビキタスプリントでは、以下のことができます。
- プリントジョブをストレージ機へ蓄積する（p. 8-2）
- プリントジョブをクライアント機で印刷する（p. 8-3）
- 蓄積したプリントジョブの一覧をクライアント機で確認する（p. 8-3）
- 蓄積したプリントジョブの印刷設定をクライアント機で変更する
（p. 8-3）

- 蓄積したプリントジョブをクライアント機で削除する（p. 8-7）

2
ひとこと
同一ユビキタスグループ内のトポロジー機として利用している本体は、
クライアント機の役割を設定することもできます。

トポロジー機以外の本体は、ストレージ機およびクライアント機として
利用できます。
ライセンスキット LK-114 8-1
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8.2 プリントジョブをストレージ機へ蓄積する
ストレージ機に、プリントジョブを蓄積します。

プリントジョブを蓄積する

プリントジョブを蓄積する前に、以下のことを確認してください。

0 ユビキタスプリント機能を利用するためのプリンタードライバーおよび
LK-114_ManagerPort のインストールがされていて、LK-
114_ManagerPort の設定が済んでいる

1 蓄積したいファイルを開きます。

2 ソフトウェアのメニューから、印刷を実行します。

- ストレージ機に設定されている本体を選択し、［OK］をクリック
します。

プリントジョブがストレージ機へ蓄積されます。

プリントジョブ送信でエラーが発生した場合

LK-114_ManagerPort で設定した通常送信先、代替送信先への通信確認
ができず、プリントジョブがストレージ機に蓄積できなかった場合は、別
のストレージ機にプリントジョブが保存されます。

すべてのストレージ機への通信確認ができなかった場合は、プリントジョ
ブが蓄積されずエラーとなります。プリントスプーラーより、エラーと
なったプリントジョブを削除してください。

プリントジョブを削除した後、送信先の通信を確認し、再度印刷を実行し
てください。
ライセンスキット LK-114 8-2
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8.3 クライアント機で印刷する
ユーザーのコンピューターからストレージ機に蓄積したプリントジョブを
クライアント機の操作パネルで操作して印刷します。ストレージ機でも印
刷できます。

2
ご注意
ストレージ機に蓄積したプリントジョブをクライアント機で印刷する場
合、BOX 印刷やセキュリティー印刷はできません。

印刷設定の変更について

プリントジョブは、印刷設定を変更して印刷することができます。詳しい
手順は、「プリントジョブを印刷する」（p. 8-4）をごらんください。

印刷設定画面で変更できる項目は以下のとおりです。

項目 内容

部数 印刷部数を変更できます。

印刷 ［片面］または［両面］を選択できます。

カラー ［ブラック］または［フルカラー］を選択できます。

2
ご注意
プリンタードライバーで画像処理を行っている
場合は、［カラー］の設定を変更しても反映さ
れません。
ライセンスキット LK-114 8-3
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2
ご注意
クライアント機にフィニッシャーが装着されていない場合、［仕上り］
［位置指定］の設定はできません。

2
ご注意
PSドライバーでストレージ機に蓄積された文書は、クライアント機で
の印刷設定の表示および印刷設定の変更はできません。（蓄積時のPS
ドライバーによる設定が有効になります。）

プリントジョブを印刷する

1 クライアント機の操作パネルで、［ユーザー名］と［パスワード］を
入力し、［ログイン］をタップします。

2 メニューキーを押します。

トップメニューが表示されます。

仕上り ステープル ［しない］［コーナー］［2点］のいずれかを選択します。

パンチ ［しない］［2穴］［3穴］［4穴］のいずれかを選択しま
す。

2
ひとこと
本体の機種によって、表示される設定項目は異
なります。

位置指定 ステープル /パンチ 表示されるステープル位置とパンチ位置の組み合わせの中
から選択します。

2
ひとこと
仕上り設定の設定内容によって、表示される設
定項目は異なります。

項目 内容
ライセンスキット LK-114 8-4
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3 ［ユビキタスプリント］をタップします。

4 印刷するプリントジョブを選択します。

- ［他グループ］をタップすると、操作中のクライアント機が参加し
ていない他グループの印刷ジョブのリストを表示します。

- ［リスト更新］をタップすると、プリントジョブの一覧が最新情報
に更新されます。更新中に［リスト更新中止］をタップすると、
印刷ジョブリストの更新を中止します。

- （［印刷設定］）をタップすると、印刷設定画面が表示され、
プリントジョブの印刷設定を変更できます。

- ［全解除］をタップすると、プリントジョブの選択が解除されま
す。

- ［全選択］をタップすると、すべてのプリントジョブが選択されま
す。

- ［通信結果］をタップすると、すべてのユビキタスグループの本体
の状態を確認できます。
ライセンスキット LK-114 8-5
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5 操作パネルの［スタート］を押します。

2
ご注意
同一ユーザーが複数のクライアント機に同時にログインした場合、プリ
ントジョブの操作や印刷ができない場合があります。

2
ひとこと
ストレージ機の空き容量が少なくなると、操作パネル上部に「プリント
ストレージ機の空き容量が少なくなっています。［通信結果］キーで詳
細を確認できます。」と表示されます。プリントジョブの一覧画面で
［通信結果］をタップしてください。

2
ひとこと
クライアント機のプリント受信ポートが利用中の場合は、ユビキタスプ
リントでの印刷は順番待ちとなります。

2
ひとこと
他グループでの操作は、ユーザーのネットワーク環境や他グループのス
トレージ機の台数によって、本体が所属するグループでの操作に比べて
パフォーマンスが大きく低下することがあります。他グループのプリン
トジョブの操作は、移動先のフロアの複合機で印刷したい場合など、必
要な場合に限定して行ってください。

2
ひとこと
30 台以上で構成している場合は、［接続タイムアウト設定］を 360秒
に設定して利用することをおすすめします。詳しくは、「接続タイムア
ウト時間を設定する」（p. 4-10）をごらんください。
ライセンスキット LK-114 8-6
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8.4 プリントジョブを削除する
プリントジョブをストレージ機から削除します。

プリントジョブを削除する

1 クライアント機の操作パネルで、［ユーザー名］と［パスワード］を
入力し、［ログイン］をタップします。

2 メニューキーを押します。

3 ［ユビキタスプリント］をタップします。

4 削除するプリントジョブを選択し、［削除］をタップします。

- ［リスト更新］をタップすると、プリントジョブの一覧が最新情報
に更新されます。

- ［全解除］をタップすると、プリントジョブの選択が解除されま
す。

- ［全選択］をタップすると、すべてのプリントジョブが選択されま
す。

5 確認画面で［OK］をタップします。
ライセンスキット LK-114 8-7
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9 トラブルシューティング

9.1 印刷時のエラーメッセージと対策

エラーメッセージ 原因 対策

クライアント機でトラブル
が検出されました。
主電源をOFF/ONして解
除してください。
解除できない場合は、管理
者に連絡してください。（ク
ライアント機操作時）

クライアント機で致命的
なエラーが発生してい
る。

ユーザー：クライアント機を再起動
する。
管理者：LK-114_SetupTool でク
ライアント設定を確認する。また
は、本体でクライアント設定を確認
する。

プリンタ受信ポートが使用
不可の状態です。
管理者に連絡してください。
（ストレージ機／クライアン
ト機操作時）

本体のポートが使用でき
ない。

管理者：LK-114_ManagerPort で
ポートの設定を確認する。

プリントストレージ機でト
ラブルが検出されました。
プリントストレージ機の主
電源をOFF/ONして解除
してください。
解除できない場合は、管理
者に連絡してください。（ス
トレージ機操作時）

ストレージ機で致命的な
エラーが発生している。

ユーザー：ストレージ機を再起動す
る。
管理者：LK-114_SetupTool でス
トレージ設定を確認する。または、
本体でプリントストレージ設定を確
認する。

プリントストレージ機能が
無効となっています。（スト
レージ機操作時）

プリントストレージ機の
設定が無効になってい
る。

管理者：LK-114_SetupTool でス
トレージ設定を有効にする。

通信タイムアウトが発生し
ています。
管理者に連絡してください。
（クライアント機操作時）

処理動作がタイムアウト
した。

管理者：LK-114_SetupTool の管
理者設定で、タイムアウトの設定値
を変更する。または、本体で接続タ
イムアウト設定の設定値を変更す
る。

ユビキタスグループ設定不
一致です。
管理者に連絡してください。
（クライアント機操作時）

プリントストレージ機に
登録されているユビキタ
スグループ設定に、クラ
イアント機が登録されて
いなかった。

管理者：LK-114_SetupTool でス
トレージ機と同じユビキタスグルー
プに本体を登録する。

操作中です。
しばらく待ってから再度操
作してください。（ストレー
ジ機／クライアント機操作
時）

本体が操作中のため、要
求を受付けられない。

ユーザー：再度、操作をやり直す。

プリントストレージ機が起
動中です。
しばらく待ってから再度操
作してください。（ストレー
ジ機操作時）

ストレージ機が起動中。 ユーザー：ストレージ機の起動完了
を確認してから、再度、操作する。
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まもなく登録できる全体文
書数が上限になります。
管理者に連絡してください。
（ストレージ機操作時）

10,000 件の 70％以上
の文書が登録されてい
る。

管理者：文書一覧画面で、不要な文
書を削除する。

まもなくプリントストレー
ジ機で使用するHDD容量
が上限になります。
管理者に連絡してください。
（ストレージ機操作時）

HDD容量 5GBの 70％
以上の文書が登録されて
いる。

管理者：文書一覧画面で、不要な文
書を削除する。

まもなく登録できる文書数
が上限になります。
文書を削除してください。
（クライアント機操作時）

ログインしているユー
ザーの文書上限、100
件の 70％以上が登録さ
れている。

ユーザー：文書一覧画面で、不要な
文書を削除する。

処理できなかった文書があ
ります。しばらく待ってか
ら再度操作してください。
（ストレージ機操作時）

対象の文書がストレージ
機で使用中のため、処理
動作が完了できなかっ
た。

ユーザー：再度、操作をやり直す。

エラーメッセージ 原因 対策
ライセンスキット LK-114 9-2
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10 付録（管理者用）

10.1 接続先情報ファイルについて
接続先情報ファイルは、コンピューターがユビキタスグループに接続する
ための情報が記述されたXML形式のファイルです。

接続先情報ファイルを作成することで、LK-114_InstallerCreateTool や
LK-114_ManagerPort の設定で接続先情報を入力する手間が省けます。

接続先情報ファイルのXMLの階層構造は、次のとおりです。

1

2

3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

13

No. タグ 説明

1 XML宣言 XMLのバージョンと、テキストのエンコード方式を
記述します。

2 ShowManagerPort 常に「false」を記述します。この情報は使用しませ
ん。

3 DomainInformation 接続先情報の単位。DomainInfoList 内に複数記述で
きます。

4 DomainName 管理用の接続先名を記述します。

5 DomainIPAddress ユビキタスグループのリストを取得するための、トポ
ロジー機の IP アドレスを記述します。
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6 MIBOff 印刷ジョブの混雑状況をMIBから取得しない場合は
「true」、取得する場合は「false」を記述します。

7 SelectedGroupInfo 接続先として選択されているユビキタスグループの情
報。

8 GroupName 選択されているユビキタスグループの名前を記述しま
す。GroupInfoList 内に含まれているグループ名を
指定してください。

9 TMIPAddress 選択されているユビキタスグループの、トポロジー機
の IPアドレスを記述します。

10 GroupInfo ユビキタスグループ情報の単位。連携しているユビキ
タスグループを、GroupInfoList 内に複数記述でき
ます。

11 GroupName ユビキタスグループの名前を記述します。

12 TMIPAddress ユビキタスグループのトポロジー機の IP アドレスを
記述します。

13 TargetDeviceIP ユビキタスグループ内にあるストレージ機の IP アド
レスを記述します。TargetDeviceList 内に複数記
述できます。

No. タグ 説明
ライセンスキット LK-114 10-2
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